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盛 だった村民体育祭

第8回玉川村村民体育祭は10月8日泉中学校に於て開催された。天候が心配さ

れたが待らわびていた村民はそくぞく集まり、各部落の区長を先頭に堂々の入

場式、大越村長も元気にあいあっされていた。プログラムが進むにつれ珍プレ

ーが出る。最後に大会の名物仮装行列に観衆かつさいをおくる。審査の結果 l

位中部落の「明治一代」 2位小高部落の「僕の夢私の希い」 3位岩法寺部落の

「そ菜の出荷」となりそのまま部落有志の「たいこ」「ふい」により大盆踊りと

なり盛大に終了したo 総合点で 1位は南須釜、 2位中、 3位小高となった。
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月
例
監
査

消
防
団
秋
季
検
閲
（
須
釜
小
学
校
）

建

設

課

旬
竜
崎
道
路
舗
装
工
事
入
札

旬
村
単
工
事
測
量
設
計

間

工

事

現

場

監

督

失
業
対
策
事
業
の
監
督

産

業

課
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-
H

動
散
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械
購
入
確
認
検
査

二
―
日
ー
ニ
三
日
農
業
文
化
祭

ニ
四
日
牛
ブ
ロ
セ
ラ
検
査

二
七

H
i
―
ニ
・
九
日
第
一
回
葉
た
ば
こ

納
付
（
須
釜
収
納
所
)

税

務

課

一
日

l
―
ニ
・
ニ

0
日
地
方
税
自
主
納
税

推
進
運
動
実
施
（
、
納
税
強
調
月
間
）

一
六
日
ー
ニ
ニ
日
村
内
出
張
徴
収

二

0
日
ー
ニ
五
日
村
広
報
車
に
て
村
内
巡

回
督
励

納
税
貯
畜
組
合
強
化
の
推
進

教
育
委
員
会
公
民
館

泉
中
創
立
二
十
周
年
記
念

中
堅
青
年
県
外
派
遣
生
出
発

和
洋
裁
（
青
年
学
級
）
申
込

f
切

民
芸
大
会
生
花
盆
栽
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二
0
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四
日
五
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住
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課

引
揚
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特
別
交
付
金
請
求
説
明
会

狂
犬
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予
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接
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（
西
部
）

ク

（

東

部
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須
釜
支
所
戸
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事
務
現
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指
嘩
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日
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、
ジ
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テ
リ
ヤ
予
防
接

種

（

西
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ク
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西
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接
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（

西
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し
げ
る
こ
だ
ち
は
館
の
山

窓
に
小
鳥
も
き
て
う
た
う

遠
山
な
み
雲
あ
お
ぎ

み
ん
な
な
か
よ
く
ひ
た
す
ら
に

学
ぶ
よ
学
ぶ
よ
川
辺
小
学
校

校
歌
の
よ
う
な
高
台
に
あ
る
川
辺
小
学
校
に

宍
戸
武
雄
校
長
、
古
川
忠
雄
教
頭
先
生
に
学

校
の
生
い
立
ち
を
御
伺
い
し
ま
し
た
。

jヽ
 
,“
 辺

l

――●-―''"' 

〒
き
こ
ー「

旧
磐
前
県
第
五
大
区
小

六
区
区
長
鈴
木
慎
之
助
学

区
取
締
石
川
頼
賢
ノ
時
上

川
辺
伍
長
熊
田
常
吉
中
川

辺
村
伍
長
円
谷
一
郎
下
川

辺
伍
長
矢
部
沢
右
衛
門
曲

木
村
伍
長
松
山
満
寿
其
外

小
区
村
村
伍
長
凡
拾
名
協

議
之
上
明
治
六
年
六
月
拾

日
中
野
目
小
学
ヲ
割
キ
更

二
本
校
ヲ
創
立
ス
。
本
村

円
通
寺
本
堂
ヲ
借
家
シ
仮

校
舎
二
充
ツ
、
其
後
学
区

内
協
議
之
上
有
志
ノ
寄
附

ヲ
募
リ
明
治
八
紆
拾
弐
月

弐
拾
日
館
八
拾
参
番
地
ニ

校
堂
ヲ
新
築
ス
爾
来
風
雨

星
霜
弐
拾
有
六
年
社
会
ノ

進
歩
ハ
校
舎
ノ
不
完
ヲ
認

メ
、
加
之
狭
陰
ヲ
告
ケ
授

業
上
管
理
上
訓
練
上
衛
生

上
二
不
便
二
不
齢
為
メ
ニ

本
県
令
第
七
四
号
殷
備
準

則
ニ
ヨ
リ
字
煎
八
拾
弐
番

ニ
現
校
舎
ヲ
建
築
セ
リ
、

明
治
参
拾
四
年
拾
弐
月
弐

拾
参
日
之
レ
ガ
開
校
式
ヲ

挙
ク
、
実
二
未
曾
有
ノ
盛

況
ナ
リ
而
シ
テ
旧
校
舎
取

毀
タ
レ
バ
其
筋
ノ
隠
可
ヲ

得
テ
同
年
七
月
壱
日
ョ
リ

同
年
拾
弐
月
弐
拾
弐
日
迄

円
通
寺
ヲ
仮
校
舎
ト
ス
」

以
上
記
録
の
よ
う
に
明

治
六
年
円
通
寺
に
開
校
し

た
当
時
は
男
性
の
み
三
〇

名
で
、
入
学
生
は
授
業
料

と
し
て
壱
ヶ
月
金
六
銭
弐

厘
五
毛
づ
＼
徴
収
不
足

分
は
学
区
内
よ
り
戸
数
地

価
に
賦
課
し
た
。

明
治
弐
拾
年
に
は
小
高

簡
易
小
学
校
に
合
併
、
川

辺
分
教
室
と
な
っ
た
が
、

明
治
弐
拾
弐
年
川
辺
簡
易

小
学
校
と
し
て
独
立
、
同

弐
拾
五
年
小
学
校
と
改
称

昭
和
拾
六
年
国
民
学
校
と

な
り
、
昭
和
弐
拾
弐
年
小

学
校
に
変
り
昭
和
参
拾
年

合
併
に
よ
り
現
玉
川
村
立

川
辺
小
学
校
と
な
っ
た
。

在
校
生
徒
数
の
最
も
多

か
っ
た
の
は
昭
和
弐
拾
参

年
で
、
男
―
―
八
名
、
女

1
0七
名
、
計
ニ
ニ
五
名

で
あ
る
。
現
在
校
生
ニ
―
―

二
名
（
男
六
六
名
、
女
六

六
名
）
は
新
し
い
日
本
建

設
の
原
動
力
と
し
て
ど
こ

校
と
し
て
独
立
。

明――写
・
1
0

泉
村
ウ
川
辺
尋

常
小
学
校
。

お
る
。
川
辺
校
教
育
の
め
あ
て

日
健
康
で
、
衛
生
的
な
習

慣
を
身
に
つ
け
た
子
供

に

（

体

の

教

育

）

口
よ
く
学
習
に
は
げ
み
、

学
力
を
身
に
つ
け
た
子

供
に
孟
頭
の
教
育
）

昌
働
く
こ
と
を
喜
び
、
そ

の
技
術
を
身
に
つ
け
、

実
行
力
の
あ
る
子
供
に

（
技
、
手
の
教
育
）

四
明
る
＜
、
品
位
の
あ
る

子
供
に
（
心
の
教
育
）

川
辺
小
学
校
の
概
要

明
六
・
六
公
立
川
辺
小
学

校
発
足
、
川
辺
円
通
寺

を
仮
校
舎
と
す
る
。

明
八
．
―
―
―
川
辺
字
館
八
十

二
番
に
校
舎
新
築

間
口
七
間
（
―
二
、
七

四

米

）

五

間

二

ハ

、

木

造

方
米
）
木
造
平
家
瓦
蒜

七
・
写
第
二
運
動
場
新

設
一
、
二

0
0坪
（
三
、

九
六
六
、
九
四
平
方
米
）

昭
一
一
〈
•
四
泉
村
立
川
辺
国

民
学
校
改
称
。

昭
―
―
―
・
ニ
四
教
室
と
職
員

室
増
築
、
一
―
五
坪
(
-
―
―

八

0
、
一
六
乎
方
米
）

木
造
二
階
瓦
葺
。

―
―
―
―
•
四
福
島
県
石
川
郡

泉
村
立
川
辺
小
学
校
と

改
称
。

一
昭
―
―
―
一
〈
・
八
貯
水

事
完
成
。

昭
一
―
―
八
・
保
健
室
増
築

二

0
平
方
米
P

調
査
が
終
っ
て
帰
る
と

き
校
庭
に
残
っ
て
お
る
老

も
み
じ
か
真
赤
に
紅
葉
し

て
い
る
の
が
昔
を
し
の
ば

せ
て
い
た
。
＾

納
税
強
調
月
間

村
で
は
県
と
協
力
し
て

未
納
税
の
完
納
と
納
税
貯

蓄
組
合
の
全
戸
加
入
の
連

動
を
実
施
し
ま
す
。

―
一
月
一
六
日
村
税
未

納
者
へ
の
出
張
徴
収

―
一
月
二
〇
｛
二
五
日

村
広
報
車
に
て
村
内
巡

回
督
励

―
一
月
二

0
日

納

税

貯

蓄
組
合
の
強
化
、
全
戸

加
人
促
進
の
た
ゆ
チ
ラ

ジ
の
配
布
。

差
押
処
分
な
ど
受
け
な
い
う
ら
に
納
税
の
義
務
を

果

し

ま

し

ょ

う

。

税

務

課

村
立
川
辺
小
学
校
と
な

゜
る

堕
―
―
-
•
一
住
宅
用
便
所
新

工事入札結果について

昭和41年災害の公共土木施設及農業用崩
殻災害復旧事業並に巌道新設工事の入札を

10月2,3.日実施しました処下記の通り決定し

したので工事施行、、1こ当っては御協力を御

す。

公共土木施設災害復旧 （道路）

二麓行場所 ！請了i噂訂丁―請―負ー者一
北須釜森 殿 360,000円鈴木利夫

泥須釜~沢目木 215,DOO 熊田藤三郎

北須釜雀~森 375,000 岩谷忠一

山小尾銅屋久保 320,000 岩谷忠一
南須釜小半弓 270,000 鈴木利夫
川, ~ 辺堂 平 150,000 熊田藤三郎
---, 

農業用施設災害復旧

憎言庁場所 I丁種 I請一了『額―丁―請―負――者―

小高天神農道 173,0,00円熊田藤三郎
小高会反志水路 120,000 鈴木利夫

川辺山森田 1溜池 110,000. I熊田藤三郎
県単補助農道整備事業

施行場所 I工種 I請負額 I請負者
南須釜荻ノ田 1農道 j1,s10,ooo円 1湯沢光市

昭和41年度一般会計決算 昭和41年度国保特別会計決算九0 ま
円‘四と昭
の0十ま和
増三一り四
‘八年去十
歳‘度る一
出九に十
は 0比月
六八較四に
‘円一日我
六の般のが
九増歳村村

ーミ
＝と入議の
なは会予.....
〇り四に算
四 'O於は→
三特‘てど
円別四認の
と会九定よ
な計五さう
り歳‘れに
ま入六ま使
しは七しわ
た‘五たれ
° 六円° た
‘の ・か
六増 ‘ 
七、そ
六歳の
‘出結
八は果
ニ四が

昭
和

41
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休育祭所見 度
一
福
島
県
産
業
開
発

跨
青
年
隊
員
を
募
集

4-口
日

一

昭

和

三

十

八

年

す

有

能

な

る

建

設

技

術

者

―
―
発
足
し
た
産
業
開
及
び
建
設
技
能
者
を
必
要

禾
[
発
青
年
隊
は
集
団
と
し
て
お
る
現
状
に
お
い

カロ
E
E
E
 

組
織
を
も
っ
て
国
て
、
こ
の
道
に
進
ま
ん
と

土
開
発
ま
た
は
地
域
産
業
す
る
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て

開
発
に
挺
身
し
よ
う
と
す
応
募
し
て
下
さ
い
。

る

青

年

の

自

主

的

運

動

か

訓

練

期

間

一

ヶ

平

H
全
日
制
基
礎
訓
練

ら
め
ば
え
た
も
の
で
あ
り

ま

す

。

し

た

が

っ

て

規

律

ニ

ヶ

月

あ
る
集
団
生
活
と
「
慟
き
一
般
教
養
、
建
設
技
術

つ
つ
学
ぶ
」
訓
練
方
式
を
一
般
概
設
並
ひ
に
建
設

と
お
し
て
豊
か
な
人
間
性
技
術
者
と
し
て
必
要
な

の
涵
養
と
実
技
修
得
に
重
基
礎
訓
練
ま
た
は
実
習

点
を
お
い
た
教
育
訓
練
を
等
を
行
う
。

行

な

っ

て

お

り

ま

す

。

伺

一

般

訓

練

八

ヶ

月

間

修
了
生
は
全
国
で
八
千
建
設
事
業
現
場
の
協
力

名
を
超
え
本
県
に
お
い
て
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

も
二
八

0
名

を

送

り

出

し

「

働

き

つ

つ

学

ぶ

」

方

て
お
り
国
内
に
あ
っ
て
は
式
を
と
り
、
学
習
と
現

主
に
建
設
事
業
の
第
一
線
場
教
育
と
の
関
連
を
と

技
術
者
と
し
て
、
ま
た
一
り
つ
つ
教
育
訓
練
を
実

部

の

も

の

は

遠

く

海

外

に

施

し

ま

す

。

』

雄
飛
し
て
活
躍
し
て
お
り
り
全
日
制
技
術
訓
練

国

の

内

外

を

問

わ

ず

好

評

ニ

ヶ

月

を

博

し

て

お

り

ま

す

。

中

央

訓

練

所

（

静

岡

県

建

設

事

業

の

将

来

は

国

富

士

宮

市

根

原

二

九

内
に
お
い
て
は
も
と
よ
り

0
)
へ
派
遣
し
建
設
機

海
外
に
お
い
て
も
ま
す
ま
械
及
び
施
工
管
理
に
つ

r1ー
ー

1ー
1ー
1ー
ー

1ー
ー

1ー
1ー
1ー
・

ぉ
っ
と
と
な
か
な
か

つ
か
ま
り
ま
せ
ん

昔

の

若

衆

い
て
教
育
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

経

費

教

育

訓

練

に

必

要
な
経
費
は
全
額
県
で

負
担
し
ま
す
が
生
活
費

（
食
費
）
は
本
人
の
負
担

で
す
。
し
か
し
一
般
訓

練
中
は
作
業
に
従
軍
し

賃
金
の
支
給
（
一
日
約

六

0
0円
程
度
一
を
受

け
ま
す
の
で
全
日
制
訓

練
中
の
経
費
も
補
う
こ

と
が
で
き
ま
す
が
当
初

に
行
う
全
日
制
基
礎
訓

練
中
の
生
活
費
お
よ
び

日
用
品
等
を
含
め
て
約

一
五
、

0
0
0円
程
度

必
要
で
す
の
で
準
備
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
際
準
備
で
き
な
い

人
に
は
立
替
え
て
後

H

一
般
訓
練
中
に
得
た
賃

金
心
う
ち
か
ら
ち
く
次

返
済
し
て
も
ら
う
方
法

も
謡
じ
て
お
り
ま
す
。

募
集
期
間
昭
和
四
十
二

年
十
月
二
十
日
よ
り
昭

和
四
十
二
年
十
二
月
三

十
一
日
ま
で

募

集

人

員

二

十

五

名

応
募
資
格

い
本
賑
出
身
及
び
現
在
県

｀
ー

1ー
1ー
ー

ー

1ー
1ー
＇
し
＇
ー
ー
ー

1ー
ー
ー
，

小
学
校
の
頃
を

思
い
出
し
て

JI! た
ら
玉
川
村
公
民
館
に
至

急
申
出
下
さ
い
。

四
十
三
年
に
成
人
に

達
す
る
方
は
一
―
八
名

内
に
居
住
す
る
満
十
八

才
以
上
満
二
十
五
才

（
昭
和
四
十
三
年
四
月

一
日
現
在
）
ま
で
の
未

②
義
務
教
育

以
上
の
学
力
を
有
す
る

も
の
（
面
接
試
瞼
及
び

作
文
、
国
語
、
数
学
、

社
会
り
筆
記
試
験
）
。

③
心
身
強
健
（
不
具
廃
疾

で
な
い
者
）
に
し
て
、

相
当
の
労
働
に
耐
え
共

同
生
活
出
来
る
者
。

④
視
力
は
矯
正
視

0
．
七

以
上
で
あ
り
、
色
盲
で

な
い

四
十
三
平
一
月
十
五
日

の
成
人
式
該
当
者
の
調
査

結
果
は
次
の
名
簿
の
よ
う

に
一
―
七
名
で
す
。

昨
年
よ
り
三
七
名
増
で
該

当
者
は
昭
和
二
十
二
年
一

月
十
六
日
か
ら
昭
和
二
十

三
年
一
月
十
五
日
ま
で
に

生
れ
た
者
で
す
。
も
し
調

査
も
れ
の
方
が
あ
り
ま
し（
 

③
犯
罪
歴
を
有
し
な
い
者

希
望
者
は
役
場
建
設
課

に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

人
権
週
間
が

行
わ
れ
ま
す

十
二
月
四
日
よ
り
十
二

月
十
日
ま
で
人
権
デ
ー
な

の
で
人
権
相
談
が
行
は
れ

ま
す
。
我
が
村
の
関
係
日

は
十
一
月
二
十
九
日
石
川

町
公
民
館
十
時
よ
り
十
五

時
ま
で
、
十
二
月
五
日
須

賀
川
市
体
育
館
十
時
か
ら

十
五
時
ま
で
、
相
談
の
あ

る
方
は
御
利
用
下
さ
い
。

味柳矢矢須野辺

原 部部籐崎男
ト理チ ト 9 

ミ智ョト、ン鎌
女

ヱ代子ヨ子.:....12 

小 圭
茄Jヽ

首佐関車車関岩四高関閲高溝曲添真生吉辻熊鈴石矢熊曲矢熊鈴三矢矢矢

藤藤根田田根谷川原根根男井山田弓男村 田木井部田山吹田木瓶部部部
イ 9 2 ュア美 江マ

両孝八冶サ達利憲和一 松久宗洋 久 義初サ重幸知竹伸栄正 重
女 女
キ津，サ

輔雄穂司子次秋昭子夫昇 11雄子良子 2光子明代子良子江治郎吉人子之子

岩

法

湯鈴橋小湯渡岡小鈴鈴小小小小小崎吉石遠大大佐大草草佐大佐寺小大鈴小小小大首 首大石本湯近

沢木本林沢辺部林木木林林林林林男田森藤竹竹久竹野野久竹久男針木木針針針竹藤男藤竹井田沢藤田田
美 美 9 八 ァ間 間間 4 セサ 3 ミタみ

光静松茂矢口勝薫恵朝幸ヨ 初清一
日 女

重清友ミキ 義啓亀重 春
女
一幸悦常ッツ荘明女ネミ照ち

子夫夫子幸夫子雄子ネー枝光之 7 子子子ョ子勇明子雄代信枝 8 郎子子美子子作子 5 子子子子江夫

竜 中

車

泰裕

小

林

徳

清

西

部

小

計

男

36

女
44

南

須

釜

男

10

女

5

小

原

せ

つ

子

小

原

｀

光

雄

高

橋

道

夫

相

楽

実

吉

村

文

雄

国

井

春

男

関

根

ュ

キ

子

大

木

弘

真

野

目

ハ

ル

ヱ

熊

谷

保

勝

増

子

一

任

円

谷

春

男

増

子

ャ

イ

子

会

田

功

関

根

孝

子

北

須

釜

男

9

女

4

草

野

和

，
代

榊

枝

幸

男

矢

吹

マ

サ

子

矢

吹

道

，子

矢

吹

重

美

水

沢

俊

造

鈴

木

清

小

針

秋

雄

草

野

ミ

ッ

子

野

口

勘

市

郎

矢

吹

金

一

矢

吹

勇

弥

鈴

木

利

夫

吉

男

3

女
3

須

釜

千

恵

子

有

賀

ナ

ミ

子

須

釜

富

美

夫

鈴

木

キ

イ

子

有

賀

嘉

栄

矢

部

金

寿

山

小

屋

女

1

、

石

森

テ

ル

子

四

辻

新

田

男

1

女
1

関

根

長

作

渡

辺

ス

イ

東

部

小

計

男

23

女
14

合

計

男

59

女
58
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井

一

郎
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一

別

府

温

泉

一

血
轟
さ
て
噴
煙
あ
げ
し
ひ
と
と
き
の
鳴
り
静
ま

111

＇ 

I
 

ー

り
て
よ
り
人
の
ど
よ
め
さ

.

I

l

l

＂
ポ
ツ
ボ
ツ
と
白
き
粘
土
の
ゆ
だ
る
音
坊
主
頭
一

一

ー

血

の

如

く

も

た

ぐ

る

＂

ー

一
海
の
面
の
暗
き
浪
音
高
け
れ
ば
明
る
き
宿
に
一

Ill

．
旅
の
感
傷
，

1

＇ 

I
 

11

．

く

ろ

ま

，1ー

急
勾
配
に
自
動
車
傾
く
窓
辺
に
は
噴
煙
あ
げ

Ill

ー

-
｀
し

大

き

阿

蘇

山

一

ーー

＇ 

m

島
原
が
右
に
左
に
浮
さ
あ
が
り
登
り
極
め
し
血

l

雲

仙

の

山

一

｀
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九
州
の
旅

lll̀̀

｀NIii、Z̀̀t川
M̀NN軋
NいNtlIÌ

｀`
、
1

1、‘‘ヽド、
1

1
、̀

鱈
火
災
予
防
運
動
期
間

硲
川
関
‘
ぃ
亀
N
N
‘
軋
‘
ぃ
N
‘
い
｀
軋
‘
ぃ
｀
し
軋
‘
N
N
ヽ
軋
‘
z、N小川川NN.ぃ

.lli

さ
あ

溝

ね
よ
う
ア
ッ

そ
の
ま
え
に
＇＇火
の
点
け
ん

村

ー

、

玉玉
川

村

消

防

団

日2
 
月

火
事
を
出
さ
な
い
た
め
に
火

2
 

ー
）
事
を
大
き
く
し
な
い
た
め
に

日

～
火
や
燃
料
を
使
う

6
と
き
に
は

2

一
場
所
は
危
険
で

月

な

い

か

ー

0
ス
ト
ー
ブ
を
カ

ー
テ
ソ
や
ふ
す

そ――――

ま
の
そ
ば
に
置

い
て
な
い
か
。

〇
火
の
そ
ば
で
ペ
シ
ジ
ン

な
ど
を
使
っ
て
な
い
か

〇
樅
理
整
と
ん
が
ゆ
き
と

4

ど
い
て
い
る
か
。

二
、
器
具
は
安
全
か

〇
油
も
れ
、
ガ
ス
も
れ
を

し
て
い
な
い
か
。

0
火
消
つ
＊
ほ
や
か
ま
ど
、

煙
突
の
破
損
は
な
い
か

感謝される老人クラブ
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イ
ロ
ン
の
さ
し
こ
み
は
ー

0

外
出
す
る
と
き
、
•
寝
る
一
肌
寒
関
根
栖
泉
一

ま
え
に
は
も
う
一
度
、

ぁ
ぜ

・
・・I
 

火
の
気
が
残
っ
て
い
な
一
の
び
の
び
と
考
い
て
畦
ゆ
く
小
六
月

、
、
。

血

宴

会

の

名

残

り

今

宵

は

肌

寒

し

、

．．＇

し
カ

も
・

皿

池

の

面

屯
雲

の

影

お

く

う

そ

寒

さ

.

火
事
を
大
き
く
し
な
い
た
'

こ
ま
,
 ．．． 

め

，

小

烏

く
こ
る
朝
の
日
ざ
し
に
茶
を
く
め
り

一
、
早
く
知
ら
せ
る
、

一

0
場
所
を
は
つ
き
り
ど
。
一

v
唸

が
り
ずに
匂
ぅ
証
亨
幕
れ
玉

tfけ
り

一

〇
燃
え
て
い
る
も
の
は
．
t
:．呻
．コ
ス
モ
ス
炉
朝
の
芥
火
の
斧

ぐ
絶
え
戸
`
y
{
A

11

．さ`

~f

¢
f
 
•• 

＋

9

・・
,
t

ひ
｝・

・
・
・
住
宅
か
、
倉
庫
か
、
一
般
り
つ
く
す
落
葉
に
と
も
浴

精

合

の

灯

一

自

動

車

か

。

叫

m豆
11
11111111111111
i
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な

い

郷

駅

長

さ

ん

も

感

謝

し

て

二
、
早
く
消
す

〇
わ
ず
か
な
準
備
で
も
被

ス
タ
ッ
ト
、
石
油
ス
ト
・
[

〇
消
火
活
動
で
一
番
大
き
い
ま
し
た
。

い
じ
ゃ
ま
は
…
…
ヤ
ジ

，デ-
・

害
を
少
な
く
し
ま
す
・
f

.

ー
ブ
の
バ
ル
ブ
は
故
障

油
火
災
、
プ
ロ
パ
ン
火

が
な
い
か
。

三

、

使

い

方

は

正

し

い

か

災

に

は

消

火

器

を

°

馬

で

す

。

0
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料

0
隣
近
所
の
人
と
協
力
し
〇
急
ぐ
消
防
車
に
は
道
を

を

ま

ち

が

っ

て

い

な

い

て

…

…

平

素

か

ら

の

協

広

く
ふ
…
せ
ま
い
道
、

か。

ー

カ
体
制
が
大
切
0

・

消
防
用
水
の
近
く
に
は

0
電
熱
器
を
こ
た
つ
の
代
三
、
消
火
の
じ
ゃ
ま
を
し
駐
車
し
な
い
。

用
に
し
て
い
な
い
か
。

0
タ
コ
足
配
線
な
ど
無
理

な
使
用
、
操
作
の
ま
ち

が
い
は
な
い
か
。

四
、
あ
と
始
末
は
完
全
か

0
た
き
火
、
た
ば
こ
の
残

り
火
は
o

・

0
ガ
ス
の
元
コ
ッ
ク
、
ア

川
辺
部
落
の
百
日
紅
ク

ラ
ブ
（
会
長
鈴
木
要
副
会

長
、
白
旗
ト
シ
、
会
員
七

四
名
）
で
は
毎
月
二
回
神

社
と
川
辺
沖
駅
の
掃
除
を

行
っ
て
お
る
。
特
に
川
辺

くったがも洲l
なてのぬ喜駅
らかにすばの ＼
ならこ まれ掃
く駅のれ先除
なの 奉てには
つ電1士困駅国
た 球 がつの鉄
と も始て電か
泉無 まし＼球ら

1,0月13日より下記の方々宅！こ電話
が開通したので御知ら辻致します。

駅の掃除をする百日紅クラブ

山南ク川部
小須
屋釜

., ! 民‘、9 •• , ヽ ；名~
番 号`＇ 

ニ住 所脱 槃_, - ,;, -

駒ベ木根：`工業―・:（'株） '13--6 ,_ 
小高中村前会社

泉 郷 駅 137 小高中村前 駅

小原重一 138 南須釜奥平 狼鶏
小原保男 3138 南須釜奥乎 簑 鶏
川崎幸夫 139 川辺舘 僧侶
矢部 敏 3139 川辺和尚平 公務員
小針好夫 140 南須釜奥平 理髪
小原正義 3140 南須釜奥平 公務員
吉村安一 3076 南須釜奥平 養鶏
真弓永作 ， 1 41 

蒜蒜生生栗栗木木内内
公務員

曲山伝治 3141 晨業

小山田金徳 142 南須釜行人塚 雑貨
小山田正直 3142 南須釜八叉 板金
大野貞夫 143 南須釜南宿 酒阪売
小針政雄 144 川辺和尚平 綿

野崎 進 3144 川辺舘 農業
永林定雄 145 中屋敷前 綿

関根貞夫 146 小高東耕地 畜産
斎藤 昇 147 小高中畷 建具
首藤忠行 148 中向 グ:リーニiングii 
石井 実 149 中屋敷前

根本膳吉 150 川辺池下

児
童
館
に
渡
辺
先
生
の

後
任
と
し
て
阿
部
静
子
先

生
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
課
が
二
階
に

移
転
し
ま
し
た
。

産
業
課
は
「
国
土
調
査
」

「
土
地
改
良
区
」
等
人
員

が
増
加
し
た
の
で
新
築
さ

れ
た
二
陪
に
移
転
し
ま
し

こ
。t
 尚住
民
室
は
誰
で
も
気

軽
に
相
談
に
応
じ
ら
れ
る

室
と
し
て
整
備
し
ま
し
た

か
ら
ど
し
／
＼
御
利
用
下

さ
い
。

/,/ 

人
事
異
動

辺 落為
出
生
児
氏
名

円

谷

洋

司

坂

本

清

則

塩

田

喜

美

代

滝

口

義

三

世

帯

主

名

続

柄

キ

ミ

孫

佐

田

義

ク

茂

治

ク

ャ

イ

お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

（
十
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

郵
便
局
か

ら
お
願
い

ー
ベ

年
末
年
始
は
郵
便
物
の

取
扱
が
多
く
な
り
大
へ
＇
ん

混
雑
し
ま
す
の
で
贈
答
用

の
小
包
は
遅
く
と
も
十
二

月
十
五
日
頃
ま
で
に
御
出

し
下
さ
い
。
年
賀
は
が
き

一

の
特
別
取
扱
期
間
は
十
一

月
＊
五
日
か
ら
十
二
月
二

七
二
日
ま
で
で
す
。
必
ず

期
間
内
に
御
出
し
下
さ
い

4
●
{
 

尚
宛
名
は
は
っ
き
り
と
番

地
ま
で
書
き
御
婦
人
や
お

子
様
宛
の
郵
便
物
に
は
世

.、
帯
主
名
の
肩
書
を
お
忘
れ

な
く
御
書
き
下
さ
る
よ
う

御
願
い
致
し
ま
す
。

川
辺
郵
便
局

1
0
・
1
―
―
―
経
済
土
木
委
員
会

1
 

O・ 

一
七
交
通
対
策
協
厳
会

ク

農

業

委

員

会

ク

村

議

会

全

員

協

議

会

10・ 
―
―
―
―
―
土
木
災
害
、
農
地

災
害
入
札

1
 

O・ 

―
―
四
月
例
監
査

10・ 
―
―
七
総
務
委
員
会

1
0
・
天
石
川
郡
町
村
職
員

運
動
会

1
0
・
天
渋
谷
建
設
政
務
事

官
土
木
行
政
視
察

の
た
め
来
村

ニ
・
八
三
オ
児
健
康
診
断

支
所

―
-
・
九
ク母
子
セ
ン
タ
ー

文
協
厚
生
委
員
会
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